


平成10年5月広報たまかわ

村
消
防
団
の
春
季
検
関
式
は
4
月
初
日
(
水
)
午
前

9
時
か
ら

泉
中
学
校
校
庭
で
間
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
消
防
組
織
法
に

よ
る
自
治
体
消
防
制
度
が
発
足
し
て

ω年
の
節
目
の
年
で
す
。

式
で
は
、
車
田
村
長
が
統
監
と
な
っ
て
、
佐
久
間
団
長
以
下
消

防
団
員
及
び
婦
人
消
妨
隊
が
規
律
正
し
い
動
き
で
臨
ん
で
い
ま

し
た
。

式開検

士
気
の
高
さ
を
披
露

季

婦
人
消
防
隊
も
整
然
と

春

泊
防
団
員
削
名
と
婦
人
消
防
隊

μ
名
が
集
合
し
、
佐
久
間
団
長
か

ら
「
消
防
団
の
使
命
は
村
氏
の
財

産
と
生
命
を
守
り
、
地
域
安
全
に

寄
与
す
る
こ
と
」
と
訓
示
さ
れ
た

あ
と
、

4
つ
の
中
隊
を
編
成
し
ま

し
た
。統
監
に
よ
る
観
問
、
通
常
点
検

が
行
わ
れ
、
各
凶
員
は
整
然
と
し

た
隊
列
で
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
機
械
器
具
点
検
は
、
各

分
間
の
係
員
が
校
庭
南
側
の
中
村

池
に
集
結
し
て
、
実
際
に
水
を
引

い
て
の
点
検
を
行
い
、
各
分
団
と

も
機
械
器
具
に
異
常
の
な
い
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

士
気
の
高
い
分
列
行
進
の
あ
と

統
監
か
ら
「
本
日
の
検
閲
は
良
好

で
あ
る
。
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な

状
態
を
継
続
す
る
よ
う
努
力
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
講
評
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
が

検
関
式
で
は
、
佐
久
間
同
長
か

ら
防
火
優
良
家
庭
に
表
彰
状
、
ま

た
、
退
職
分
団
長
、
退
任
婦
人
消

防
隊
長
、
一
般
協
力
者
に
そ
れ
ぞ

れ
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

(
回
長
表
彰
)

画
防
火
優
良
家
庭

川

辺

円

大

蒜

生

大

小

溝

溝双又
治

A

ノ

井 井竹竹谷

中

谷吹野楽木林田里

jヒ 南 手話岩
タ須ク須ク 法。
釜釜崎寺

ぺ4鈴口付大矢
だ
川
口
九

A
B
け
弘
サ有

山

小

屋

我

muH一
新

四

七

(
団
長
感
謝
状
)

極
退
職
分
団
長

川

辺

須

井藤

グ
分
岡
長
u

で
す
。

徳政邦信政為正，忠徳藤

村
消
防
団
の
平
成
叩
年
度
第

1
E幹
部
会
は
、

役
場
北
庁
舎
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
久
間
団
長
か
ら
今
年
度
新
た
に
分
団
長
と
な
っ
た
什
名
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
訓
練
部
長
と
な
り
ま
し
た
我

妻
徳
雄
さ
ん
(
幻
蔵
・
山
小
屋
)
に
も
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、
新
し

い
体
制
、
が
整
い
ま
し
た
。

川辺分団長

坂本茂明

統監を先頭(ニ通常点横を行う

蒜生分団長

曲山孝夫一一薮

長田

喜

分一
筒
井石

4
月
3
巴
に
、

中分団長

永林 {I多

岩j去寺分毘長

村越重雄

竜崎分間長

柳沼 栄

小蒜
中

溝柳

井沼木野形四日

介之

-
大
「
削
吋

南
須
釜

北
須
釜
土

口

鈴

山

小

屋

我

四

辻

溝

井

画
退
任
婦
人
消
防
隊
長

角

田

キ

ク

ミ

週
一
般
協
力
者
(
防
火
水
槽
用
用

地
協
力
者
)

治輝光永

井

初

之

助

野

直

光

矢

部

茂

政

画
一
般
協
力
者
(
消
火
活
動
協
力

者

)

燕

谷

保

勝 凶

進二夫昭
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康久

浩栄夫男

利徳繁光光武

徳雄在住
南須釜分団長

円谷 久

北須釜分団長

野直一

吾分団長

育費貞亥

山小屋分団長

野正則

四辻分団長

榊枝定
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フ役

長が決ま成10年度

広報たまかわ平成10:EJ:5月

区長吉田 清

歯 248同 l

区長

矢部自

|婦人会支部長

鈴木恭

|青年団長

須藤

雨入手ヲヲ蚕畏
田子園夫

Dl川辺区

美

子

忠

[型

区長

石森邦

|婦人会支部長

塩田スイ子

|青年団長

塩田

i老人クラブ会長
塩田農次郎

田!四辻新田区

彦

3成

[][ 平
成
叩
年
度
の
行
政
区

長
と
各
種
目
体
の
代
表
の

方
々
が
決
ま
り
ま
し
た
。

区
長
会
は
、

4
月
ア
日

に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
席
上
、
車
田
村

長
か
ら
区
長
竹
名
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
区
長
会
長
に
闇
谷

房
夫
さ
ん
(
南
須
釜
)
、
副

会
長
に
輩
出
政
美
さ
ん

(小一口号
、
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
に
近
内
正
雄
さ

ん
(
吉
)
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
泉
婦
人
会
長
に

溝
井
典
芸
さ
ん
(
小
高
)
、

須
釜
婦
人
会
長
に
石
森
秀

っ
す
さ
ん
(
山
小
屋
)
が
新
た

に
就
任
し
ま
し
た
。
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
は
、
渡

辺
政
一
さ
ん
(
北
須
釜
)
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、

1
年
間
皆
さ
ん

の
代
表
と
し
て
行
政
と
住

民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

子

重

|婦人会支部長

曲山節

長
一弓

区一直一

~ 

区長渡辺利秋

曾 43戸 日|

男一春
一戸
森
一氾
石一ー
ト

殴
畜

区長

石森長治
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石森タキヨ

|青 年団長

石森正
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真野目照治
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文

手リ

孝司
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固|吉区

[]il 

区長

大和田勝

政
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光
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一
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ク
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光
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伸

敏
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平成10年5月広報たまかわ

あ

い

に

く

の

雨

模

様

玉
川
村
物
産
振
興
委
員
会
(
大
木
吉
永
会
長
)

で
は
、

5
月
3
日
(
日
)
に
つ
つ
じ
の
花
満
開
の

乙
字
ヶ
滝
公
園
内
で
、

春
恒
例
の
ふ
る
さ
と
物

産
展
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

っ
て
し
ま
い
客
足
は
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
地
元
産
品
の
販
売
や
焼
き
と
り
な
ど
の

模
擬
応
が
軒
を
並
べ
て
村
観
光
の

P
R
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
手
打
ち
そ
ば
の
実
践
と
体
験
教
室
も

行
わ
れ
、
熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

手打ちそばの体験教室

生霊
長ち
変タ
わ 1

2が
し
Tこ

「
く
つ
ろ
ぎ
時
遊
館
」
で
す

が
一
番
で
す
口
ヘ
ル

ス
ト
ロ
ン
を
利
用

し
、
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
、
子
供
を
遊
具

で
遊
ば
せ
る
。
「
よ

り
健
康
的
で
元
気
に
な
る
サ
ロ
ン
」
を
テ
!
マ
に
し
た

空
間
で
す
。
元
気
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
温
か
い
お
茶

を
用
意
し
て
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

授
乳
中
で
一屑
コ

リ
が
ひ
ど
い

H

も
っ
と
肌
に
ハ
リ

を
H

腰
痛
が
ひ
ど
い
、
眠
れ
な
い
な
ど
、
悩
ん
で
い

る
方
も
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村
保
健
セ
ン
タ
ー
ー
階
の
機
能
訓
練
室
が
改
装
さ
れ

誰
で
も
気
軽
に
利
用
し
や
す
い
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

一
歩
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
す
ぐ
に
子
供
た
ち

の
大
好
き
な
遊
具
が
あ
り
ま
す
。
奥
に
は
日
当
た
り
抜

群
の
サ
ロ
ン
が
あ
り
、
憩
い
の
場
と
し
て
最
高
で
す
。

お
茶
は
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
白
出
に
欽
め
、
「
ヘ
ル
ス

ト
ロ
ン
」
と
い
う
健
康
器
具
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
発
散
の
た
め
に
は
、
お
し
ゃ
べ
り

ヘ
ル

ン
でも
解

消

平成10年5月

溝
井
ト
イ
さ
ん
「
私
は
、
元
気
ク
ラ
ブ
の
会
員
な

も
の
で
す
か
ら
、
他
の
入
に
先
が
け
て
ヘ
ル
ス
ト
ロ

ン
を
利
用
し
ま
し
た
。
『
不
眠
に

8
割
が
効
果
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
ば
に
引
か
れ
、
疑
い
な
が
ら
も
座

っ
て
み
ま
し
た
。
私
の
悩
み
は
、
こ
こ
叩
年
来
、
夜

中
に
ト
イ
レ
に
起
き
る
と
、
朝
ま
で
眠
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ヘ
ル
ス

ト
ロ
ン
に
座
っ
た

5
回
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
良
く
眠
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
ま
た
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ

ン
の
魅
力
は
、
座
り
な
が
ら
い
ろ
ん
な
人
と
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
、
ス
ト
レ
ス
が
解
消
で
き
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
」

くつろぎ時遊館は快適そのものです

広報たまかわ

少年少女囲碁県大会

片寄さん(苦学わが準優勝

全国大会出場ヘ

村
を

口口

，P' 
R 
の
だ
めワ

塩沢さん(須釜小)は制で、優勝

県
大
阪
事
務
所
に
ワ
イ
ン
を
送
っ

た
と
こ
ろ
、
当
事
務
所
で
は

J
R

西
日
本
の
情
報
紙
「
ア
ー
バ
ン
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
事
務
所
広
告
と

併
せ
て
さ
る
な
し
ワ
イ
ン
を
景
品

と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
応
募
総
数
が
初
通

と
過
去
最
高
を
記
録
(
通
常
は
閃

1
ω
通
)
し
た
こ
と
が
「
ア
ー
バ

ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
編
集
部
か

ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第19回全国少年少女自嬰諸富県大

会は、 4月29巴に福畠市の福富岡署

開会で開かれました。本村から代表選

抜戦中掌生の部に出場した片寄裕吾さ

ん(須釜中学校 1年・南須釜)が見事

準優勝に輝きました。片寄さんは、 8

月4、5日の両日、東京で開かれる全

国大会への出場権を得ました。また、

級位認定戦(10-----20級)の部に出場し

た塩津結花さん(須釜小4年)は、優

勝を飾りました。

H
H

川

F
K
nノ
司
M

『
二

よ
本
l
f
ν
τ
R
Uド
μ
u
p
s
-

玉
川
さ
く
ら
愛
好
会
設
立
お
周
年

玉
川
村
さ
く
ら
愛
好
会
(
吉
村
幸
南
須
釜
館
山
の
山
頂
に
桜
の
苗
木
を

雄
会
長
・
:
会
員
お
名
)
の
総
会
が
4
植
樹
し
ま
し
た
。

月
お
日
(
臼
)
に
南
須
釜

公

民

館

で

会

で

は
、
毎
年
、
苗
木
の
植
樹
を
行

聞
か
れ
ま
し
た
。
同
愛
好
会
は
、
昭
っ
て
き
て
、
そ
の
本
数
は
今
年
で
千

和
必
年
に
設
立
さ
れ
て
今
年
で
お
五
百
本
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
総
会
で
は
、

事
業
及
び
決
算
報
告

っ
て
、
設
立
お
周
年
を
記
念
し
て
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
新
年
度
の
事
業

と
し
て
「
桜
の
皇
自
然
公
園
」
の
設
置

運
動
推
進
や
山
桜
の
保
存
協
力
、
会

員
の
増
強
な
ど
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
の
大
木
吉
邦

さ
ん
(
南
須
釜
)
は
「
桜
の
保
存
と
会

員
の
増
加
を
図
っ
て
、
村
内
が
美
し

い
桜
の
公
園
の
よ
う
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は

大
木
吉
邦
さ
ん
(
宮
町
1
2
6
0
2
)

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

25周年記念の百木を植樹した会員の皆さん

農
業
委
員
に
小
林
さ
ん
(
時
間
〉

4
月
日
日
付
を
も
っ
て
、
村

農
業
委
員
会
の
選
任
委
員
で
あ

る
須
田
福
庚
さ
ん
に
替
わ
っ
て

竜
崎
の
小
林
茂
夫
さ
ん
(
印
歳
)

H
J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
理
事
日

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

6 

準優勝の員状と楯を手にする塩沢さん
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平成10年5月

す体育協総会村田村 前広μ 隅
玉川村体育協会(渡辺副次郎会長)では、平成9年度の総会

を聞き、役員や理事など約30名が出席しました。
平成9年度の事業と決算の報告と、第9回ふくしま駅イ去の
報告が行われ、また、平成10年度事業及び予算(案)が原案

どおり可決承認されました。

.{f;ピr;:;@Jス.
IN 

K容がむ

広報たまかわ

桜
の
苗
木
を
植
樹

明
山
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平成10年5月

平
成
7
年
度
の
鹿
谷
郷
(
中
華
民
国
)
友
好
訪

問
団
で
組
織
す
る
明
山
会
(
渡
辺
助
次
郎
会

・
会
員
初
名
)
は
、
須
釜
小
学
校
と
須
釜
児

の
周
り
に
桜
の
苗
木
初
本
を
植
樹
し
ま
し

広報たまかわ

た。
同
会
で
は
、
一
昨
年
に
も
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
の
潤
り
に
桜
の
吉
木
を
植
樹
し
て
お
り
、

今
回
は
そ
の
と
き
の
桜
の
木
に
支
柱
を
す
る
な

ど
の
作
業
も
同
時
に
仔
い
美
化
運
動
に
努
め
ま

し
た
c

溝
井
さ
ん
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

記
念
コ
ン
ペ
益
金
を
寄
附

溝
井
幸
二
さ
ん
(
小
高
)
は
、
昨

年
ロ
月
幻
日
に
八
大
白
河
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
の
桔
梗
コ

i
ス
3
番

ホ
l
ル
蹴
ヤ
i
ド
で
見
事
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し
ま
し
た
。

a崎臨
思

防止パレードを実施

審になると山林や田畑での作業が本格{じします。そ

れに伴って火の不始末などが原おとなって火災が発生

し易くなります。そこで、山林火災を未然に防ぐこと

を呂的に森林組合、県と村関係者、消防関係者などが

参加して、山火事前立パレードが行われました。

火事注山

8 

村内各地で敬老会

村内の西部6地lZで思主催仁よる蓄の敬老会

が行われました。ここ小高区では、 4月26巴
に小高集会所{こ70歳以よのお年寄り 179名が

揺侍され、婦人会によるアトラクションなどで

楽しいひとときを過ごしました。

玉
川
地
安
会
で
研
修
会

新
メ
ン
バ
ー
6
名
も
加
入

地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年
7
月

に
発
足
し
た
玉
川
村
の
地
域
の
安
全
を
守
る
会

(
大
竹
勝
義
会
長
)
で
は
、
石
川
警
察
署
の
星
地
域

課
長
を
招
い
て
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

石
川
管
内
の
治
安
情
勢
に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
に

星
課
長
の
講
話
を
聞
い
た
あ
と
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
、
新
た
に
加
入
し
た
メ

ン
バ
ー
6
名
も
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

新
メ
ン
バ
ー
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

増
子
貞
美
(
南
須
釜
)
須
釜
勝
別
(
吉
)

相
楽
正
雄
(
南
須
釜
)
石
森
昌
興
(
山
小
屋
)

光
徳
(
北
須
釜
)
大
和
田
宏
(
南
須
釜
)

こ
の
た
び
、
石
川
カ
ン
ト
リ

i
ク
ラ
ブ
で
そ
の
記
念
コ
ン
ペ

が
開
か
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
益

金
が
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

皐課長さんの講話を閤く会員の皆さん

パレード前の出発式

審
さ
わ
や
か

運
動
会
で賑
わ
う

五
川
第
一
小
学
校
(
水
野
岩
雄
校

長
)
の
蒋
季
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
向
校
は
、
県
の
教
育
研
究
会

(
体
育
部
会
)
の
指
定
校
に
な
っ
て
お

り
、
秋
に
公
開
授
業
が
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
例
年
よ
り
約
1
カ
月
早
い
運

動
会
と
な
り
ま
し
た
。

穏
や
か
な
天
候
の
中
、
児
童
知

名
が
紅
白
に
分
か
れ
て
の
間
体
競
技

や
個
人
競
技
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

観
覧
席
に
は
、
大
勢
の
児
童
の
家

族
な
ど
で
賑
わ
い
、
盛
ん
に
声
援
が

十
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ゐ
フ
年
も
咲
か
せ
ま
す

花
い
っ
ぱ
い
運
動

川
村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
(
車
田

次
夫
会
長
)
で
は
、
今
年
度
の
事
業
方
針
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
村
内
を
椅
麗
な

花
で
彩
る
玉
川
村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
も
、
村

氏
は
も
と
よ
り
村
外
の
人
か
ら
も
好
評
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
気
持
ち
を
和
ま
せ
美
し
い

村
を
ア
ゼ

l
ル
す
る
事
業
で
あ
り
、
今
年
も

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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白根山ヘ登ろうよ
村民讃山参加者募集
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第32回

-保

~ 
-保

{常l
e::出

ーリ団団団の健康ごよみ

母親教室

午前9時15分

育児教室・..• 

午後1時

.5月
19日(水)

自

1
月
幻
日
か
ら
、

C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
(
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

T
V
)

で
全
国
放
送
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
(
テ
レ
ビ

2
0
5
d
5
0
0
d
)

〔
掌
笠
募
集
〕

全
科
履
修
生
(
卒
業
を
目
指
す
学
生
・
今
学
期
か
ら
全
国
で
募
集
開
始
)

選
科
履
修
生

(
1
年
間
在
学
す
る
学
生
)

科
目
履
修
生

(
1
学
期
間
「
6
カ
月
」
在
学
す
る
学
生

〔
出
願
受
付
〕
6
月
日
日
(月
)
1

8
月
日
日
(
土
)

〔
資
料
配
付
)
6
月
日
日
(
丹
)
j

。
放
送
大
学
の
特
徴

-
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

-
入
学
試
験
は
無
く
、
凶
歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
0

・
卒
業
す
れ
ば
学
士
(
教
養
)
の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

〔
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
〕

-
文
部
省
生
涯
学
習
振
興
課

有
線

2
1
9
5

-
放
送
大
学
学
菌
広
報
室

。
(
代
表
)
0
3
1
3
5
1
1
4
2
1
1

岱
(
直
通
)
0
4
3
2
9
8
1
4
1
9
9

航空機の飛行航路

(コース)が変更

現在、福島空港では、2，500m
の滑走路延長工事を行っており

ます。

これに伴い、去る5月1日か

ら平成11年 1月までの期間、

航空無線施設等の移設工事を行

うため、現在の飛行経路より西

寄りのコースをとり、着陸する

ことになります。

なお、西よりのコースで着陸

することは、暫定的なものであ

り、それ以降は通常の飛行経路

で連続いたしますので、ご理解

とご協力をお願いいたします。

※お問い合わせ先

役場企画財政課

岱57-4629

大自然に親しみ、明るく豊かほJt:，¥を青み、健全な体力づ

くりと参加者相豆の親睦を図ることを巴的に村民登山を行

います。

~期日

圃場所

圃対象

画人員

~申込み

平成10年ア月25巴(土)r-..-268(巴)
白根山(栃木県)

玉川村民で18歳以上の身体健全な者

1008(貸切りパス2台)

平成10年6月10日~ア月3日までに、居住区

の体育指導員に申込みしてください。

詳しいことは村公民館(n57-4632)へ
お問い合わせください。

ーーその他

-保

[，胃

田

高

保

霊

保

21日(木)機能訓練 ・・・

午前10時~

3力月児健診

1歳6力月兜健診・・

午後1時~

土
寸2
 

診

w

・

~

強

附

山
畑
一
川
淵
掠

説
副

1
l

何
回

1
1

能

前

間

後

機

午

股

午

レム
酬

a

，日ハU

.6月
5日(金)

3頁:須釜公民館

.受付時間

保:保健センター

旧石:旧石川|保健所

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付・をいただきましたの

厚く 御礼申し上げます。 記

・北fll釜の矢吹重美さん ・ ニiヒil(~去の1M!枝一夫さん
・蒜生の岩谷義人さん

. :/，ヒ須釜の草野今朝吉さん

・中の高林甚之助さん

・ 電/~なの小林元彦さん

-記念コンペのチ ャリティーと して

小高のi克司ニ;i~号ここ さんから 32.0001斗

〈村社会福祉協議会)

岩法寺

お誕生おめでとうございます寸
(4月届出分)

保護者名

明徳

良直

雄 貴

清美

出生児氏名

車田佳南技

小針要

水野麗美

坂本修

旭区

小 高
1，768戸(十4)

3，746人(+0)

7，653人 (-8)

3，907人(-8)

村のようす
(10年5月1日現在)

-
回

u
u
'
i

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

ハ
u
d
B
E
E
-

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
月
日
日

ま
で
に
受
理
し
た
申
請
書
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
処
理
期
間
で
あ
る

8
週
間
か
ら
6
週
間
に
期
間
短
縮

さ
れ
ま
す
c

な
お
、
日
日
以
降
に
受
理
し
た

申
請
書
に
つ
い
て
は
、
翌
月
分
の

取
扱
と
な
り
ま
す
。

日
日
が
土
曜

・
日
曜
日
な
ど
で

閉
庁
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
ま
た

は
前
々
日
の
開
庁
日
で
す
。

詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
行
政
書

土
ま
た
は
農
業
委
員
会
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

6
月
1
日
か
ら

m
Eま
で
は
、

「
電
波
利
用
保
護
旬
開
」
で
す
。

多
く
の
人
が
安
心
し
て
電
波
を

利
用
で
き
る
よ
う

一
人
ひ
と
り
が

電
波
に
関
す
る
ル

l
ル
を
守
り
、

よ
り
よ
い
電
波
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
、
っ
。

郵
政
省
東
北
電
気
通
信
監
理
局

電
波
監
理
部
監
視
課

岱

0
2
2
1
2
2
1
1
0
6
4
1

(4月罷出分)

年齢世帯主名

83 義人

74 嘉正

87 喜代治

91 甚之助

86 良子

74 重美

89 新

70 夫

死亡者氏名

岩谷義次

石井ハツヨ

高橋喜代治

高林万太郎

小林 元 ーー

矢吹トミヨ

草野ケサ

桝l枝虎雄

地区

蒜生
11、 官
J' r司

中

竜 111奇

北須釜

ウ

今
月
の
納
税

固

定

議

産

税

軽

自

動

車

税

国
民
年
童
保
険
料

第

1
期

全

期
5
月
分

{納
期
限
は
5
月
お
自
(
再
)
で
す
。

忘
れ
ず
吃
納
め
ま
し
ょ
う
】

村

公

民

館

化
に
も
予
定
せ
ざ
り
し
永
平
寺
参
り
の
コ

i
ス
明
日
に
取
る
と
い
う

諏
訪
イ
セ
子

春
の
雪
夕
日
浴
び
れ
ば
白
、

恭
、
赤
野
、
認
を
染
め
つ
つ

舞
い
始
め
た
り

生十

戸え
-"'-

里

衣
勤
の
ナ

l
ス
ラ
イ
ト
か
、
ざ
し
て
見
廻
れ
る
そ
の
親
切
が
見
に
沈
み
る
な
リ

飛
行
機
は
高
度
一
方
雲
の
上
陽
の
輝
き
て
春
の
気
満
つ
る

生十

..>-. 

『丁

次

吉
田

英
祐

孫
た
ち
の
仕
舞
志
れ
し
一
枚
の
ム
ゲ
ル
タ
は
ス
ト

i
ブ
前
に
は
だ
か
る

小
針
み
ね
子

春
を
待
つ
木
木
の
芽
未
だ
硬
く
し
て
枝
擦
リ
ょ
す
る
風
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
-

生十

愛
子

11 



私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

|

青

森

県

青

森

市

|

発行/福島県石川郡玉)11村大字小高字仁1:111援9 玉川村役場 n(0247)57 -3101編集/総務謀印刷/倒円谷印刷(毎月15日発行)

石
井
る
え
「
ず
さ
ん
(
小
高
)

私
の
ふ
る
さ
と
青
森
市
は
、
西
に
八

甲
田
山
、
東
に
む
つ
湾
を
望
む
美
し
い

街
で
す
。
地
元
で
は
「
青
森
の
1
年
は
、

合
浦
(
が
っ
ぽ
)
公
園
の
観
桜
会
で
始
ま

f

り
、
ね
ぶ
た
祭
り
で
終
わ
る
」
と
一吉
わ

れ
る
く
ら
い
暖
か
い
季
節
に
集
中
し
て

人
々
の
熱
い
心
が
蹄
り
ま
す
。
青
森
で

は
花
見
の
こ
と
を
観
桜
会
と
言
っ

て、

家
族
や
会
社
の
人
達
が
ゴ
ザ
や
シ
l
ト

を
持

っ
て
集
ま
り
、
飲
ん
で
、
食
べ
て
、

歌
っ
て
と
そ
の
賑
や
か
さ
と
い
っ
た
ら

想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
ね

ぶ
た
祭
り
で
は
市
内
に
m
l
初
台
の
ね

ぶ
た
が
繰
り
出
し
て
、
行
く
夏
を
惜
し

む
か
の
よ
う
に
人
々
は
踊
っ
て
祭
り
に

シ
リ
ー
ズ

今
日
の
食
卓
②

今
月
の
お
題
は

「
野
菜
の

670・
を
食
べ
る
」
で
す

野
菜
、
果
物
が
量
的
に
多
く
出

回
る
時
期
を
N

旬
H

と
い
い
ま
す
。

旬
の
も
の
は
、
味
も
栄
養
価
も

優
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
安
価
で
手

に
入
り
や
す
い
も
の
で
す
。

野
菜
の
旬
を
活
か
し
、
ち
ょ
っ

と
目
先
を
か
え
調
理
に
ひ
と
工
夫

を
加
え
、
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

「たらの芽ピーナッツ白あえJ
1人分110キロカロリー

ワンポイントアドバイス
粉末のピーナッツのか

わりにゴマでもOK。

昧噌などを加えても香

ばしくて美昧しいです。

料 (4人分)ー

(緑)たらの芽 200g 
木綿豆腐 2/3T 
ヒ。ーナッツ(粉末)大さじ3
さとう 大さじ 11/2 
塩 小さじ1/3

ー材

熱
中
し
ま
す
。

青
森
市
の
美
味
し
い
食
べ
物
と
い

っ
た
ら
新
鮮
な
魚
介
類
で
す
ね
。
駅

前
の
丸
青
市
場
の
朝
市
に
は
イ
ク
ラ

や
ホ
タ
テ
、
ウ
ニ
な
ど
が
安
く
販
売

ど
ん
品
り
も
の

さ
れ
て
い
ま
す
し
、
井
物
や
寿
司
な
ど

が
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。

市
内
出
身
の
有
名
人
と
言
え
ば
版

画
家
の
故
棟
方
志
功
さ
ん
、
歌
手

の
淡
谷
の
り
子
さ
ん
な
ど
が
い
ま
す
。

私
の
主
人
も
青
森
市
が
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
て
「
人
情
が
厚
く
て
海

の
幸
が
美
味
い
。
い
い
街
だ

い
つ
も
一一
一
一口
っ
て
い
ま
す
。

〔
方
言
ク
イ
ズ
〕

青
森
で
『
ご
ん
ぼ
ほ
り
』
と
言
っ
た

ら
ど
ん
な
こ
と
を
言
う
の
で
し
ょ
う

わ※
前
月
号
の
穴
一
口
え
i
「か
き
氷
」
で
す
。

※(緑)…緑黄色野菜

一一作り方一一

①たらの芽を塩少々入れて、郊で、水気を良く切る。

②B:闘は、サッと茄でて、布巾で堅く絞る。(電吾レ

ンジを使うと水切りもより簡単です。)

③すり鉢に②、ピー

ナッツの粉末、さ

とう、塩を入れ粘

りが出るまで良く

擦る。

④③ に①を和え、

血に盛って出来上

がりです。

制
心に残る
我がふるさと

『自然がいっぱいの玉川村』

清春さん

清重さんの弟)

千葉県柏市

森

(吉出身・森

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

私
は
玉
川
村
の
四
季
を
綴

っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

春
は
、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
。
ネ
コ
ヤ

ナ
ギ
の
柔
ら
か
き
と
つ
つ
ま
し
い

フ
キ
ノ
ト
ウ
が
春
の
陽
を
浴
び
て

い
る
の
が
、
と
て
も
う
ら
ら
か
な

気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

夏
は
、
小
川
。
小
川
で
の
水
浴

び
で
す
。
み
ん
な
素
っ
裸
で
泳
ぎ
、

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
屋
の
鳴
ら
す

鐘
に
叩
円
玉
を
握
っ
て
走
る
姿
。

暑
い
日
差
し
が
舞
い
、
と
て
も
爽

快
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

秋
は
、
夕
暮
れ
。
夕
暮
れ
に
山

の
朱
々
が
照
り
映
え
て
、
少
し
だ

け
も
の
哀
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

冬
は
雪
。
や
は
り
真
っ
白
な
雪

景
色
で
す
。
し
ん
と
静
ま
り
か
え

っ
た
夜
の
雪
景
色
は
、
と
て
も
も

の
静
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
春
夏
秋
冬
、

玉
川
村
に
は
、
ま

だ
ま
だ
い
っ
ぱ
い
の
自
然
が
あ
り

ま
し
た
。
自
然
を
あ
る
が
ま
ま
に

受
け
入
れ
、
春
の
木
々
の
芽
の
尊

さ
、
夏
の
木
々
の
緑
色
の
力
強
さ
、

そ
し
て
秋
の
木
々
の
紅
葉
の
奥
深

い
た
お
や
か
さ
、
冬
の
木
々
の
静

ま
り
返
っ
た
偉
大
な
る
存
在
感
。

私
は
、
四
季
の
自
然
に
図
ま
れ
と

て
も
素
晴
ら
し
い
人
生
の
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
つ
も
楽
し
み
に
広
報
「
た
ま

か
わ
」
を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
ん
で

い
ま
す
。
年
1
回
の
東
京
玉
川
会

も
欠
か
さ
ず
参
加
し
、
い
つ
も
元

気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
玉
川
村
と
玉
川
会
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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国立競技場で、柏レイソルの応援に
(左から私、長女、 2女、妻)




